
鬼童の貴志判断に　関す　る　調査

児童の尊慮判断に関する調査

亀　.田　　　　久
Hisashi Kameda

Ⅰ目　　　的

児童は,自己や他人の行為の幸恵について,どのように考えているであろうか｡この間題は教育

に携わる者にとって興味ある教育上の問題である.

児童の行動の特質や能力の程度を正確につかむ事と,それらの特質や程度が児童とってどのよう

な意味をもっているかを理解する事は,あらゆる評価にとって欠く事の田来ない問題である.そこ

で県下6校の小学校における実情を調査し,その結果に基いで蕗寮を進める尋にする.この調査は

児童の道徳的価値判断における項目設定の為の予備的調査である｡

ⅠⅠ方　　法

調査対象及び調査の時期

鹿児島取揖帝都,姶良部,薩摩郡内の6小学校1年-6年,男女計4,772名についで,昭和26

年7月-19月の間匹巽施し允.

調　査　の　手　簡

次のような問題を質問紙旗により,担任教師に依頼して,記入するのに充分な時間を用意して記

入させてもらった.但し1年其の他で筆答不能の者については担任教師に代筆を依頼し充.

a,尊いと思うことと,悪いと思う事を各三つづつ書く.

b,最近両親にどのような事で称蚕をうけたれ叉叱貴をうけたかについて各三つづつ書く.

本論文に於ではa項を主としてb項について抹参考に止める.

ⅠⅠⅠ結果の整頓及び考察

整理の仕方は解答を分類し,尊判断についで株手伝勤労,勉強,礼儀作旗,融和,愛護,衛生,

従順,親切,孝行,正直,協同,悪判断については,不作法,不和,せつ盗,不従順,不規律,不

親切,悪戯,怠惰,不健康,浪費,不正直,不孝,無責任とした｡

悪果は第1図一第4図に示すようになつ挺.　　　　　　　　　､

これを概観すると,尊判断においでは,手伝と勉強は低学年では,非常に高率であるが,学年の

進むに従って低下して居り,勉強の徳目は順位から見て中位程度になっている｡これに対して親切,

正直,孝行は,低学年では趣く僅かか或は見られないが,学年の進むにつれて上昇を示し,特に親

切は,比較的高率になっている.礼儀作法については, 1学年を除いては余り変動がなく頻数が高

レヽo

次に性別による傾向上の差異は殆どなく,唯礼儀作壊においで女子は, 2.学年以壊徐々に下降を

示しているのに対し,男子は中学年頃から上昇し,最終学年では相当の距わが見られることが目立
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第　一　図　　書　　断　　判
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つでいる程度である.他の徳目については多少の相違はあっても傾向としては同一方向を示してい

る｡

以上の動揺を通じて道徳観念の発達を見ると,手伝,勉強等を低学年者は大切に守らなければな

らない教として考え七いるが,学年の堪むに従って吏匹他に重大な徳のあることを知るようになるo

悪判断について拭,低学年において比較的上位にあるものは,不作壊,不和,せつ盗,不規律で

あるが,不和は徐kにではあるが,学年の進むに従つで下降して居り,せつ盗,不従順は上昇しyC

居る.ま允不作旗についでは,中学年までは急激な●下降を示しでいるが其の後上昇している｡ ､これ

は中学年を一転機として･,.内琴的,質的な変化を来して居ると考えられる.低学年に就で臥頻数

の少ない不敵軌　不正直,無責任性学年の進むは従って幾分上昇している.

性別による傾向上の差異は,善判断同様に殆ど見られないが,不従順とせつ盗について抹僅かな
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第　二　図　　悪　　　判　　　断
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がら　3, 4学年の頃に差異が見られでいるo

次に善判断を地域別に眺めると第3図のようになる｡これによると市内では低学年で高く評価さ

れ七いる手伝,勉強,礼儀作旗は何れも学年の進むに従って下降傾向を示している.これに対し,

正直,孝行,親切は低学年では下位にあっ潅り,見られなかったりLLCいるが,学年ゐ進むにつれ

て上昇しているのが,前3着と対照的である.市外においでも礼儀作旗を除いては傾向上の差異は

全体として余り見られない.悪判断については,市内で抹不和は学年の進むにつれで下降している
●

が,市外ではzigzagであり上学年では僅かながら上昇を示しでいるo　不従順についても上学年に

裁て反対傾向が見られる.然しながら其の他の項目についで性余り顕著な差異は見られない.

以上翰括的に見て善悪判断について,顕著に見られる点は,低学年において略一般的に一つの徳

目に偏しているが,学年の進むに従って,徳目についての分化が現われ,頻数は一応のbalanceが
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とれている.筒解答の内容上の傾向として,低学年に於では比較的に具体的,行動的であるが,学

年の進むにつれて論理的,抽象的になっており社会認識の拡大が見られる.

,

次に称讃叱責と善悪判断との関係を主なものついて略述すれば第5図に示しでいるよう疫愛護に
l

ついては,両者は大体並行状態を示しでいる｡これに対し手伝は学年の進むにつれて拒わが大きく

なり反対の傾向が見られる｡手伝についての称嚢の頭加は年令の増加れ伴仇　能力的にも機会の上

からもー応首肯でさる｡叉従順についでは低学年と高学年で反対傾向を示しているム次に不勉強,

悪戯は並行状態にあり,怠惰,意地悪,不和,不従は,前二者が学年の進むにつれて距わを示し反

対傾向が見られるのに対し,後二者は徐鬼は接近しているのが対照的であるO叉不作旗については

終始同一傾向を示し;両も頻数についても略一致している｡

次に目的に示しIi:あるように道徳的価値判断の調査項目を解答内容に従って一応学年別に設定す

ると,

第1学年,尊｡掃除の手伝をする.親の優をするO庭を掃いたり,水を撒いたわする.復習をす

る.人前で行儀よくする.元気に仲良く遊ぶ.弟や妹の守をする.幼い者を可愛がる.手や顔をき

れいに洗う｡親や先生の言ひつけを守る.庭や畑の草取りをする｡遊んだ後のあと片付けをするO

藩.勉強や遊戯の邪魔をする.机や膳の上に足をのせる｡他人のものを盗む.親や発生の言つけ

第　三　図　　葺　　判　　断(地域削)
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第　四　図　　悪　　判　･断(地域削)
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を守らない.石を投げる.弱い者や幼い者を泣かせるO茶碗や硝子をわる｡家の中で暴れたり廊下

を発ったりする.勉強をしない.友達と喧嘩をする.

第2学年青｡親の手伝や債をする｡知人に会ったら挨拶をする｡勉強をよくする｡友達と仲良く

遊ぶ.小さい者の守をしてやる.親や先生の言いつけをよく聴く.動物や花樹を可愛がる.人が悪

レ､ことをしていたら止める｡L朝早く起る.庭や畑の草取りをする｡掃除をきれいたする.自分の尋

は自分でする｡

藩.他人を打つ兜り,悪口を言ったりする..弱い.者や小さい者をいぢめる.廊下を党つ食わ,秦

れたりして勉強の邪魔をする｡自動車の後にぶらさがる.勉強をしないで遊んでばかり居るo石を

投げる.めだまやカルクをする.夜遅くまで起きている.家の手伝をしない｡人qJ嫌う亀　困る事

をする.甘えたり,人にぽかりしてもろう.人の邪魔をする.

第3学年華.右側通行を守る.教室や部屋をきれいに掃除する.静かに勉強する｡幼い者を可愛

がわ,よく守をする.動物や植物を可愛がる.早起きをするO小さい者が泣いていたら連れて行っ

てやるo言いつけをよく嘘く.良い青葉を使う.手伝や債をする.仲良くする.姿勢を正しくする.

他人によい事を教えてやる.

藩｡他人をいぢめたり,悪口を言う｡他人のものを盗む｡道路端で遊ぶ｡電車や自動革に乗って
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さわぐ｡人にものをぶつける.恕とし穴を造って喜ぶ｡落書きをするo　遊んでぽかりいて勉強しな

い｡喧嘩をする｡危険な遊びや,危険な所に行く.青いつけを聞かない.悪い青葉を使う.'人の邪

魔をする｡･

第4学年　尊.家に飼っている動物の世話をする.磨,畑の草取りをする.勉強をする.幼い者

を可愛がる｡早起きをする.間違っている人,解らない人には教えでやる.良い事拭青われなくて

もする.親切にする.言いつけを聴く.衛生に注意し,身体を大切にする.人の為に尽くす..礼儀

正しくする.青葉優をよくする｡手伝や債をする.仕事を一生懸命する｡

悪｡ものをぶつけたり,いぢめたりする.他人を馬鹿にする.他人の象に無断で入る.落書きを

する｡校舎,学校の物に傷をつけたり,とわしたりする｡益鳥(燕)をとる｡勉強しない｡無駄債

をする｡嘘をつく｡約束を破る｡他人に悪い事をする｡青葉債が悪い｡交通違反｡交通妨害｡喧嘩｡

第　五　図　　善悪判断と　称言賛､叱責
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せつ盗o･∴人に危害を加える｡ '**

第5学年　尊｡勉強O'目上の人に席を譲る.年下の者をい挺わるO子守をする.目上の人の言わ

れる事を守る｡物を大切にする｡可哀想な人を助けてやる｡青葉使いをよくする｡挨拶｡篠目陽な

く働く｡手伝｡仲良くする｡灘の為にな.る事をする｡親切｡孝行｡約束を守る｡峯埋整頓｡良友と

交わる｡努力｡正直｡.

.･琴...錐事をするとき不平を音う.借りたものや公共Oものを粗末にする.カ.-/ユングo子供ゐ飲

酒.喫煙.陰でこそこそする.夜遊び.ずる休みo他人のもQに手をかけるOせつ盗o　悪い心を起

す｡喧嘩o惑-n.人をいぢめるO青いつけを守らない｡決った事を破る0人を編すo無駄使.仕事.

手伝をしない.4悪友壱交わるo危険な遊び｡青葉債が悪い3

･ノ第6学年　尊.人の注意を素直にうけ入れる.礼儀正しい.仕事O手伝.選り好みをしない.仲

良くする｡慈善｡勉強を教える｡丁寧｡勉強｡正直｡孝行｡他人を考える｡交通道徳を守る｡従順｡

清潔,峯頓｡健康..q立o独行｡人に悪い事をさせない｡

藩.火遊びO博夷,人をこき使うo殺害.せつ盗.喧嘩b戦争どっとO夜遊び｡交通妨筈.不良

行為｡我健｡悪戯｡乱暴｡曜青｡騎す｡不正行為｡浪費｡危険な遊び｡怠惰｡反抗｡人を無視する｡
一

不従順｡不健駿｡
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